
   

  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

月 の 食 育 だ よ り 

 

 

 

 

 

 

認定こども園広島和光園保育所 調理室 

９月の献立で使用しています 

おいしい きのこ の おはなし 
 

 

 

 

これから旬を迎えるきのこ。えのきにしめじ、しいたけなど１年中たくさんの種類が出回っています。 
そのほとんどは人工栽培されていますが、天然のきのこはこれからが旬となります。日本には１５００種類 
（名前がついているもの）あり、そのうち食べられるものは２００～３００種類ほどであとは食用ではないそうです。 
きのこに含まれる栄養素は食物繊維やビタミン類です。どの栄養素も健康維持のためにとても必要です。 

特に食物繊維は腸内環境を整え、便秘の予防、改善する効果があります。 
9月の献立にもきのこを使用した献立が登場します。どこでどんなきのこが登場するか楽しみにしていて 

くださいね。 
 

 

～こどもたちの育ちを支える立役者～ 

 

 

定員 100人の規模の時
と同じ広さの調理室で
200人以上の子どもの
給食を作っています。 

しいたけ しめじ えのき マッシュルーム ひらたけ えりんぎ まいたけ まつたけ なめこ 

※今年の中秋の名月は 10月 6日です。 

 子どもたちの育みに欠かせない「食」。和光園保育所の給食は、和食を中心で加工品をできるだけ使用せず、丁寧に心を込めた手

の込んだ献立を心がけてます。好き嫌いのあるお子さんの場合、家庭では当然食べることができる料理に偏りがちになりますよね。

給食では好きなものも、苦手なものも出てきます。いろいろな料理、食材に出会うこと、見ること、香りを嗅ぐこと、そして「食べてみ

ようかな」と思えた時に挑戦できることも大事なことです。また、一緒に食べる友だちや保育士がいることでそのきっかけになったり

もします。家庭での食事と保育園での食事、どちらも経験できることもこどもにとって大事なことかもしれません。 

そんな子供たちの「食」を支えてくれる、調理

室のスタッフ、作るだけではありません。献立を

考えたり、栄養計算をしたり食材の発注をした

り・・・。そして配膳をしてくれる職員、小さいこど

ものエプロンやお手拭きを毎日洗濯してくれる

職員。順番に担当保育士と食事する小さいクラ

スの食事や幼児組の注ぎ分けなども、こうした

立役者たちがいるから実現できています。顔を

合わすことも少ないと思いますが、そんな職員

たちにも思いをはせていただくと幸いです。 

献立作成、栄養計算、
食材の発注など、調理
事務も大事な仕事！！ 

各クラス食事が始まる
時間が違う上に、どの
クラスも 2回に分けて
食事を運びます。 
陶器の食器も重たく 
大変です。 

2階にはリフトで運びます。
保育補助の職員が、 
各クラスへ運んでくれます。
保育士は子どもたちの 
見守りができます！！ 

こどもたちのエプロン、
おしぼりを手で予洗い 
してから、洗濯機へ。 
乾燥したらたたみます。 

 

「食のなんでも 
ポスト」にご意見
や「こんなレシピを
知りたい！などの 
ご要望があれば 
是非お寄せくだ
さい！！ 


